
 

 

 

 

 

 

９月１２日（火）、社会科の歴史の授業において、出前授業が行われま

した。館林市文化会館・文化振興課の方を講師としてお招きし、「古墳時

代の館林と十小」についてのお話を聞くことができました。普段何気なく

過ごしている中にも、身近な場所に「古墳」はたくさん存在していることを

知った際には、「あれって古墳だったんだ！」と大変驚いた様子でした。 

 

 

 

 

 また、授業の後半には、近藤地区で発掘された土器や勾玉などを実際

に手に持つことができました。とても貴重な経験をさせていただき、また

一つ６年生としての思い出ができました。めったにできない 

年生 

がありました！ 

１組 


